
デジタル・アーカイブ手法を用いた近代染織資料の整理と活用
研究代表者 青木美保子（京都女子大学） / 研究分担者 並木誠士（京都工芸繊維大学） 上田 文（京都工芸繊維大学美術工芸資料館）
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京友禅の組合や今後の調査についての懇談

組合関係者に友禅業界の組合組織について説明してい
ただくとともに、図案資料掘り起しについてアドバイス
をいただいた。

場所：京都友禅協同組合

日時：2015/6/8

記録方法：聞き取り調査

2-５ 京都友禅協同組合 訪問

染織品に関する聞き取り調査

大阪市にある悠々亭は、きものをはじめとした染織品
を蒐集する個人コレクションである。美術館や博物館に
収蔵されてない庶民向けの染織品を蒐集し、国内外の展
覧会にも数多く貸し出しをおこなっている。

場所：大阪市 悠々亭

日時：2014/11/6

記録方法：聞き取り調査、静止画

2-3 個人コレクション 調査

2-1  株式会社薗部染工 調査

墨流し染の調査

薗部染工社長 薗部正典氏は、昭和50年頃、約16ｍの水
槽で、一反を一回で染める技法を考案し、平成元年、独自
の墨流し染技法を完成した。

場所：京都市右京区 株式会社薗部染工

調査日：2014/10/14

記録方法：動画・静止画撮影

聞き取り調査

（動画での記録からＤＶＤ「墨流し染」制作）

1.『染織日出新聞』記事見出し

データベースの構築
 『染織日出新聞』 (昭和7年～昭和15年、日出新聞社）

・染織産業、経済の状況

・百貨店の動向

・流行に関する記事、など

 経過・現状

・現存する資料の所在確認と目録化

・記事見出し一覧の作成 (昭和7年4月～昭和8年8月）

 データベースß版の構築

・発行年月日 ・掲載面画像 ・種別：記事 ・挿図の有無

・見出しの内容

成果・調査報告 1

「染織日出新聞 創刊号一面」
昭和7（1932）年4月1日

国立国会図書館蔵
※首相犬養毅による祝辞、など

■背景
 染織産業の発展と衰退
・資料の散逸
・染織産業に関わる人口の減少

 2010年度～2012年度「近代京都の着物図案に関する研究」
（文部科学省「服飾文化共同研究拠点」採択公募研究課題）
・京都市内を中心とした近代染織資料の所在情報の整理

■状況
・近代京都の染織資料は、膨大に残るが、散在
・染織資料の所在情報が不明のものが多い
・公的な所蔵機関に近代の染織資料が収められていない

■目的
 資料や情報の保存とともに近代京都の染織史研究基盤の構築

研究の目的

寝具生地見本とデザインについての調査

寝具生地のデザインを中心に活躍した昭和期の図案家蛭
川桂秀氏の所蔵であった布見本資料を見ながら、昭和30

～40年代の寝具生地のデザインや生産・流通状況につい
てお話をうかがった。

場所：京都工芸繊維大学

日時：2015/6/29

記録方法：聞き取り調査

2-6 蛭川氏旧蔵資料・和田哲関連資料 調査

捺染産業に関する調査

株式会社キョーテックは、京都市内において昭和前期
より、渋紙を使用した型紙を生産。その後スクリーン型
の生産をおこなう。現在もスクリーン型の生産やインク
ジェット捺染をおこなう。

場所：株式会社キョーテック

株式会社キョーエース

日時：2014/12/04

記録方法：聞き取り調査、静止画

動画

2-4 株式会社キョーテック・キョーエース 調査

トレースの様子（再現）

マドレー染（糊流し染）の調査

糊流し染は、墨流し染の流れを汲む染色技法である。
日比野染工二代目日比野治三郎はこの技法を開発し「マ
ドレー染」と命名。株式会社マドレーは、日比野染工の
資料を所蔵。

場所：京都市中京区 株式会社マドレー

日時：2014/11/4

記録方法：静止画

2-2 株式会社マドレー 調査

2.染織従業者らへの聞き取り調査と聞き取り記録の保存

染織従事者が語る染織技術の継承と現在
・京都市内の染色従事者へ聞き取り調査の実施
・技術の継承や現代における染色技術の記録

以下6件の調査を行なった。
2-1 株式会社薗部染工
2-2 株式会社マドレー
2-3 個人コレクション
2-4 株式会社キョーテック・キョーエース
2-5 京都友禅協同組合
2-6 蛭川氏旧蔵資料・和田哲関連資料

成果・調査報告 2

1.『染織日出新聞』記事見出しデータベースの構築

近代染織の文献資料を学術資料として活用する基盤構築

2.染織従業者らへの聞き取り調査と記録の保存

訪問調査を行い、現在の染織技法や過去の染織産業の状況を

音声・動画・静止画により記録

本研究における調査活動


